
新病院と別館の医療機能分化

　当院は来年2018年に創業80年を迎えます。その
間、鹿児島市上町地区で地域の中核病院として急性期
医療を担ってきました。
　皆様から長年に渡りご利用いただきました病院本館
は、一部が築50年を経過し、度重なる改修により療
養環境の改善を行ってきましたが、耐震基準を満たさ
ず、建物の老朽化は限界に達しており、10年前より
病院の建替え計画を検討してきました。
　その折、平成27年７月に交通局跡地公募が告示さ
れ、“南国殖産 株式会社” “医療法人 玉昌会” “株式会
社 ロックス”と当法人 昭和会が、コンソーシアムを
組成して応募し、平成28年２月に優先交渉者に選定
され、その後念願の移転用地取得と至りました。
　土地取得後は、院内に丸山副院長、今給黎和幸副院
長、今給黎尚幸副院長を中心に「建築準備委員会」を
開設。設計を担当する㈱三菱地所設計と検討を重ね、
平成29年８月に基本計画を策定しました。９月より

基本設計及び実施設計へと進行中です。
　計画に際しては、敷地・予算等に制限があるため、
全てにゆとりのある病院を作ることは叶いませんでし
たが、何を優先させるべきか協議を重ねた結果、病院
を二つに分割することとしました。
　交通局跡地の新病院は急性期医療、現病院の別館を
回復期医療と本法人内で医療機能を分割し、地域包括
ケアシステムを推進する計画とともに、80年余り当
院を支えて下さった上町地区を中心とした地域の皆様
にも、引続き地域医療を提供できる計画としました。
（図１）
　新しい病院は「平成32年 秋頃」を開院目標として
いますが、３年後の新しい病院建物に見劣りしないよ
う、基本計画で策定した「目指す医療」を基軸に、全
職員が一致団結し創意工夫すれば必ずやこのプロジェ
クトが完遂できると強く思う今日です。（図２）
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現在の病院から新病院・別館への機能分化（図1）

新病院の目指す医療（図2）
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■救急、がん、周産期の３本柱を中心に、高度急性期機能に特化

整形外科疾患及び脳卒中を主体とした脳神経疾患の回復期から慢性期にかけての総合
的・専門的リハビリテーションの提供

新病院や他の病院で急性期治療を終えた患者の在宅復帰等へ向けて経過観察やリハビ
リ在宅復帰支援を提供

■2025年に向けて不足していく回復期機能を提供し、急性期から脱した患者の受け入れを図る（回復
期・地域包括ケア病棟の構成とし、新病院からの早期退院・転院を図る）
■現地で80年にわたり築いてきた地域医療の基盤を考慮し、一部のかかりつけ機能については継続し
ていくとともに、重症化した場合は新病院と連携して必要な高度医療を提供していく

急性期治療を終えた患者の後方移行
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✓全診療科オンコール体制による救急医療24時間受入の維持
✓離島の頚椎損傷、四肢切断、洋上救急のさらなる受入

がん
✓地域がん連携拠点病院としての高度ながん医療の提供
✓手術や化学療法、放射線治療、緩和医療など専門的かつ幅広い治療の実施

周産期 ✓周産期母子医療センターとして鹿児島市立病院（総合周産期母子医療セン
ター）との連携による鹿児島県の周産期小児医療のさらなる充実
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